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動脈硬化症
（内膜肥厚）

内皮細胞
PPARγ 

マクロファージ
PPARγ 

抗炎症効果

アディポネクチン↑
MCP-1↓

脂肪細胞
PPARγ

PPARγアゴニスト
（ピオグリタゾン）

インスリン抵抗性
高血糖・脂質異常

内皮機能保持

スタンダード基礎注入：（血糖値傾向に合わせてプログラムした，ポンプによる自動注入）

ボーラス注入：（食事の内容，量に応じてボタン操作で注入）
一時基礎注入：（運動のため30 分刻みで一時的に基礎注入量を変更）
パターンA基礎注入：（休日の生活に合わせてプログラムした，ポンプによる自動注入）（単位）
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